
『
古
今
著
聞
集
」
の
一
考
察

(
下
)

ー
楽
人
説
話
を
め
ぐ
っ
て
|

(注
1
)

全
七
百
二
十
六
話
か
ら
成
り
立
つ

『古
今
著
聞
集
」
に
は
、
同

一
人
物
が

何
度
か
登
場
す
る
説
話
が
あ
る
。

十
話
以
上
の
説
話
に
登
場
す
る
人
物
を
、
回

数
の
多
い
順
に
挙
げ
る
と
表
付
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
藤
原
孝
道
は
五
番

目
に
登
場
回
数
が
多
い
。
更
に
、
表
付
に
名
を
見
せ
て
い
る
十
五
人
中
の
六
人

が
孝
道
に
関
わ
り
を
持
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
、
そ
の
六
人

と
孝
道
と
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。

藤
原
孝
道
は
永
万
二
年
(
一
二
ハ
六
)
に
生
ま
れ
延
応
元
年
(
一
二
三
九
)

(注
2
)

に
没
し
た
楽
人
で
あ
る
。

「
尊
卑
分
脈
』
か
ら
、
孝
道
の

一
族
を
抄
出
し
た

の
が
表
口
で
あ
る
。
孝
道
の
父
孝
定
は
、
木
工
権
頭
、
尾
張
守
を
務
め
、
妙
音

院
藤
原
師
長
の
家
司
で
あ
っ
た
。
孝
道
自
身
も
木
工
権
頭
、
尾
張
守
、
楽
人
預

を
務
め
、
従
四
位
下
に
至
っ
て
い
る
。
琵
琶
西
流
当
、
玉
孝
定
の
長
男
と
し
て
生

石

本

子

純

ま
れ
た
孝
道
は
、
孝
定
と
妙
音
院
師
長
と
か
ら
琵
琶
楽
を
伝
授
さ
れ
、
後
に
自

ら
も
妙
音
院
の
家
司
と
し
て
近
侍
し
た
。

師
長
と
琵
琶
西
流
師
範
家
と
に
つ
い
て
追
求
さ
れ
た
岩
佐
美
代
子
氏
が
、

院
政
末
期
、

そ
れ
ま
で
の
諸
派
の
楽
道
を
ほ
と
ん
ど

一
身
に
集
大
成
し

た
の
は
、
太
政
大
臣
妙
音
院
師
長
で
あ
っ
た
。

(
中
略
)
中
に
も
摂
家
一

族
か
ら
出
て
孝
博
の
嫡
子
と
な
っ
た
孝
定
と
そ
の
子
孝
道
、
孫
孝
時
を
愛

し
て
、
鎌
倉
中
末
期
の
こ
の

一
家
の
繁
栄
の
基
礎
を
作
っ
た
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は、

孝
{疋
・
孝
道

・
孝
時
と
親
子
三
代
が
妙
音
院
師
長

の
絶
大
な
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
孝
道
は

音
楽
家
と
し
て
の
才
能
を
伸
ば
す
に
は
充
分
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
と
想
像

で
き
る
。
そ
し
て
、
師
長
の
死
後
は
、

「
演
奏
の
第

一
人
者
と
し
て
活
躍
す
る

と
共
に
、
琵
琶
の
修
理

・
製
作
に
も
超
脱
の
技
何
を
示
し
、
玄
上
の
性
を
見

(注
4
)

た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
専
門
の
道
で
は
群
を
抜
い
た
存
在
に
登
り
詰

め
て
行
っ
た
。

P

、J
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(注
5
)

と
こ
ろ
で
、
妙
音
院
師
長
の
家
系
は
表
白
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
表

口
と
を
併
せ
て
見
る
と
、
孝
道
の
父
孝
定
、
孝
道
の
子
孝
時
、
孝
道
の
師
妙
音

院
師
長
、
師
長
の
父
頼
長
、
そ
の
兄
忠
通
、
頼
長
の
父
忠
実
、
忠
実
の
祖
父
師

実
と
い
う
六
人
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
孝
道
に
関
係
の
あ

る
人
達
が
、

『著
聞
集
」
で
の
登
場
回
数
の
多
い
人
物
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら

孝
道
を
は
じ
め
、
孝
道
に
関
わ
る
六
人
の
人
物
は
、

『著
聞
集
」
の
編
者
成
季

に
と
っ
て
心
惹
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
成
季
は
彼
ら
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
著
聞
集
」
の
序
に

「
琵
琶
は
賢
師
の
伝
ふ
る
所
な
り
」
と
見
え
る
が
、
こ

(注
6
)

の
「
賢
師
」
が
孝
道
の
子
孝
時
に
あ
た
る
こ
と
や
、

『文
机
談
』
巻
五
に
「
伊

賀
{
寸
成
季
、
こ
れ
も
孝
時
か
弟
子
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

成
季
の
琵
琶
の
師
が
藤
原
孝
時
で
あ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
孝
時
に
関
し
て
は
、
五
味
文
彦
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

成
季
が
管
絃
歌
舞
の
話
を
求
め
て
、

「台
記
』
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の

『台
記
」
の
記
主
藤
原
頼
長
の
子
師
長
が
孝
道

の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

(
中
略
)
成
季
の
関
心
は
孝
時
か

ら
孝
道
を
さ
か
の
ぼ
り
、
師
長
を
経
て
、
頼
長
と
そ
の
日
記

『台
記
」
に

到
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
味
氏
の
想
定
に
従
う
と、

『著
聞
集
」
で
の
登
場
回
数
が

一
番
多
い
人
物
に

藤
原
頼
長
が
あ
た
る
こ
と
、
そ
し
て
頼
長
の
家
系
に
属
す
る
人
達
の
登
場
回
数

の
多
い
こ
と
も
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
味
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に

「
成
季
は
琵
琶
管
絃
の
道
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
説
話
を
得
た
の
で
あ

っ

た
」
と
し
た
ら
、
孝
時
や
孝
道
の
説
話
の
内
容
は
、
当
然
管
絃
に
関
わ
る
も
の

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
成
季
の
関
心
が
孝
時
|
孝
道
|
師
長
と
さ
か
の

ぼ
っ
た
と
さ
れ
る
、
そ
の
中
間
点
に
位
置
す
る
孝
道
を
中
心
に
、
琵
琶
管
絃
の

世
界
で
の
彼
ら
の
存
在
を
確
か
め
た
い
。

幼
少
期
の
孝
道
に
つ
い
て
は
、

『文
机
談
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

孝
道
は
七
歳
よ
り
百
一詠
を
よ
み
、
九
歳
に
て
ゆ
み
を
ひ
く
、
十

一
歳
よ

り
笛
を
こ
し
に
さ
す
、
十
四
歳
に
て
は
し
め
て
比
巴
を
ま
な
ふ
、
七
月
廿

一
日
也
、
を
な
し
き
夜
、
こ
と

・
ひ
ち
り
き
一
度
に
な
ら
ひ
は
し
む
、
十

九
よ
り
み
ち
の
大
意
を
こ
、
ろ
え
て
催
馬
楽
・
風
俗
・
詠
曲
な
と
を
な
ら

ふ
、
そ
の
年
は
し
め
て
後
白
河
院
日
吉
の
御
幸
の
あ
り
し
御
遊
に
ま
い
り

そ
め
ぬ
、
そ
の
後
比
巴
細
工
を
こ
の
み
で
、
お
ほ
く
の
名
物
を
つ
く
ろ
ふ

こ
こ
に
あ
る
通
り
、
十
九
歳
の
時
か
ら
琵
琶
楽
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
修
業

に
励
む
孝
道
は
、
す
で
に
幼
少
の
頃
か
ら
様
々
な
こ
と
を
習
い
始
め
、
後
に
は

琵
琶
細
工
に
も
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
孝
道
が
琵
琶
を
公
の
場
で
奏
で
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て

(注
8
}

『教
訓
抄
」
が
あ
る
。
ま
ず
、

『教
訓
抄
』
二
に
は
、

建
久
九
年
ノ
冬
比
。
仁
和
寺
ノ
舎
利
舎
ニ
皇
帝
ア
リ
。
御
室
ノ
御
愛
弟

ニ
金
剛
ト
申
ス
童
ニ
。
笛
合
一
ア
キ
コ
シ
メ
ス
ヘ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
序
土
谷
子。

破
六
帖
。
普
通
説
。

宗
賢
カ
弟
子
。
舞
人
ハ

一
者
光
重
ナ
リ
。
其
時
二
者

ニ
テ
則
房
カ
侍
シ
ヵ
。
楽
屋
ニ
テ
。
誰
人
ノ
今
日
皇
帝
ヲ
ハ
。
舞
モ
吹
モ

ス
ヘ
ク
候
ソ
ト
。
孝
道
琵
琶
。
利
秋
筆
。
侍
ケ
ル
ニ

向
テ
云
ク
。
殿
原
弾

-16-
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キ
モ
、
笠
吹
セ
サ
セ
給
へ
シ
。
則
房
カ
流
ノ
輩
ハ
舞
へ
シ
ト
ノ
、
シ
リ

侍
ケ
レ
ト
モ
。

一
者
光
童
o

笛

一
者
宗
賢
o

一
切
ニ
物
モ
申
サ
テ
コ
ソ
侍
リ

ケ
レ
。
(
本
文
に
つ
け
ら
れ
た
読
み
仮
名
等
は
省
き
句
読
点
を
付
け
た
)

と
あ
り
、
建
久
九
年
(
一
一
九
八
)
の
冬
の
仁
和
寺
舎
利
会
で
琵
琶
を
担
当
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
孝
道
三
十
三
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
『
教
訓
抄
』
十
に
は
承
元
三
年
三
二
O
九
)
孝
道
四
十
四
歳
の
時

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
(
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
)

鳥
向
楽
蘇
合
加
拍
子
事

承
元
三
年
十
一
月
七
日
。
段
官
田
門
院
女
院
。
於
安
井
殿
。
百
日
御
舎
利

童
相
目
。
有
管
絃
。
峠
九
州
院
側
衡
O

情
世
築
語
。
筒
鑓
大
夫
o

珂
剖
君
。

館
中
間
一
以
。
打
物
地
下
。
鞠
鼓
近
久
。
大
鼓
近
異
。
鉦
鼓
光
制
。
盤
渉
調
。
万

秋
楽
破
群
刊
。
鳥
向
楽
一
一
説
耕
一
汁
。
(
以
下
略
)

こ
れ
は
段
富
門
院
の
舎
利
講
結
日
の
管
絃
の
催
し
に
孝
道
も
参
加
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
八
日
後
の
記
事
に
も
孝
道
が
見
え
る
。

倍
臆
扶
南
加
拍
子
事

同
十
五
日
。
御
室
御
所
。
於
大
聖
院
之
御
堂
。
有
御
講
。
笠
競
…
紗
将
O

霊
諮
問
。
呉
市
高
。
間
割
噂
将
。
塁
。
鞠
鼓
近
久
。
大
言
。

鉦
鼓
久
行
。
平
調
忠
拍
子
楽
等
有
其
員
。
倍
臆
打
四
拍
子
説
。

こ
こ
で
も
大
聖
院
御
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た
講
で
の
管
絃
に
、
琵
琶
を
弾
い
た

孝
道
の
名
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
く
「
教
訓
抄
』
十
の
承
久
四
年
の
条
に

も
五
十
七
歳
の
孝
道
が
見
ら
れ
る
。

鞠
鼓
事

同
四
年
二
月
廿
八
日
。
於

一
院
。
醍
醐
童
舞
御
覧
。

闘叩同時慨一-一一一畑一問削嗣喋

関
白
殿
。
右
大
臣
公
達
。
内
大
臣
公
経
。
御
簾
中
。
大
床
帥
大
納
言
定
輔
o

四
候
大
納
言
隆
衡
O

(

中
略
)
琵
琶
鶴
鶏
群
判
明
君
。
嘉
穂
家
定
。

殿
上
人
脚
炉
建
一
則
判
明
童
舞
人
。

承
久
四
年
(
一

二
二
二
)
、
孝
道
・
孝
時
が
琵
琶
楽
人
と
し
て
参
加
し
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
『
教
訓
抄
』
が
示
し
て
い
る
通
り
、
孝
道
は
様
々
な
管
絃
の
催
し

の
場
で
は
琵
琶
を
弾
き
こ
な
せ
る
人
物
と
し
て
名
を
連
ね
る
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
孝
道
は
琵
琶
楽
に
お
い
て
、
そ
の
名
を
広
め
た
わ
け

で
あ
る
。
さ
て
、
『
著
聞
集
』
で
は
十
四
話
に
登
場
し
て
い
る
孝
道
で
あ
る
が
、
そ
の

内
、
孝
時
と
登
場
す
る
説
話
が
五
話
、
妙
音
院
師
長
と
登
場
し
て
い
る
話
が
三

話
あ
る
。
表
凶
に
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
を
抜
き
出
し
示
し
て
お
く
。

孝
時
と
と
も
に
登
場
す
る
説
話
の
中
で
、
五

-
mは
孝
道
と
の
親
子
関
係
を

描
い
た
一
話
で
あ
る
。
「
法
深
一
房
、
そ
の
か
み
、
父
の
朝
臣
と
不
快
の
比
」
と

あ
り
、
法
深
一
民
孝
時
が
父
孝
道
と
不
仲
だ
っ
た
頃
、
譲
り
受
け
た
笛
を
孝
道
に

取
り
返
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
り
、
悲
し
む
孝
時
は
歌
を
詠
み
、
そ
の

こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
出
家
を
遂
げ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景
に
は

琵
琶
西
流
家
の
相
続
問
題
が
関
係
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。
父
孝
道
は
、
後
妻

(仁
和
寺
女
房
)
と
そ
の
所
生
で
あ
る
孝
経
を
愛
し
、
孝
時
を
疎
ん
じ
て
い
た
。

孝
時
の
穣
頂
も
、
二
十
九
歳
に
至
っ
て
渋
々
授
け
た
ほ
ど
で
、
相
伝
の
家
譜
や

所
領
を
め
ぐ

っ
て
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
琵
琶
の
秘
曲
を
伝

(注

凶

)

，

i

え
る
こ
と
を
濯
頂
と
い
う
が
、
石
田
百
合
子
氏
に
よ
れ
ば
、
孝
道
の
書
い
た
「
琵

琶
濯
頂
次
第
」
で
は
、
こ
の
語
は
真
言
三
部
濯
頂
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
、
三

勺
/

'
EA
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曲
伝
授
の
こ
と
を
一
言
、
っ
と
あ
り
、
啄
木
を
最
も
重
く
し
、
そ
の
次
に
流
泉
、
そ

し
て
楊
真
操
を
重
ん
じ
秘
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
後
白
河
院
の
時
代
か
ら
は
、

啄
木
を
習
う
こ
と
を
濯
頂
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
授
か
っ
て
は
じ
め
て

琵
琶
弾
き
と
し
て
血
脈
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
琵
琶
の
人
々
が
啄
木
伝

授
に
日
の
色
を
か
え
た
の
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
濯

頂
と
い
う
儀
式
一
つ
取
り
上
げ
て
も
、
琵
琶
の
世
界
の
ル
1
ル
の
下
に
は
、
そ

れ
に
対
し
て
人
々
の
様
々
な
目
論
見
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

孝
道
に
関
し
て
は
、
「
家
督
を
孝
経
に
譲
り
、
孝
時
を
勘
当
、
相
伝
の
秘
譜
・

楽
器
・
文
書
類
を
す
べ
て
後
妻
斤
生
の
孝
壬
と
播
磨
局
に
与
え
る
な
ど
の
挙
に

J

r

g

f

 

出
た
こ
と
か
ら
内
証
を
生
じ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
五

l
mは、

琵
琶
西
流
と
い
う
名
を
背
負
う
芸
能
家
に
も
名
門
ゆ
え
に
生
じ
る
争
い
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
説
話
で
は
、
笛
を
取
り
返
さ
れ
た
孝
時
の
憂
え
嘆
い
て
詠
歌
す
る
姿
が

印
象
的
に
描
か
れ
て

い
る
が
、
十
五
|
仰
に
は
、
そ
の
孝
時
の
琵
琶
に
対
す
る

並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
描
写
が
あ
る
。

法
深
坊
、
生
年
二
十
の
と
し
よ
り
熊
野
へ
ま
う
で
て
、
「
我
が
道
、
も

し
父
の
芸
に
お
よ
ば
ず
は
、
す
み
や
か
に
命
を
め
す
べ
し
」
と
こ
そ
申
さ

れ
け
れ
。

こ
こ
に
は
、
自
ら
の
命
を
懸
け
て
父
以
上
の
芸
の
上
達
を
誓
う
孝
時
の
決
意

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
孝
時
像
の
形
象
に
は
、
強
い
意
志
で
技
を

磨
こ
う
と
す
る
孝
時
に
対
し
て
孝
道
以
上
の
評
価
を
与
え
よ
う
と
す
る
編
者
成

季
の
心
理
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
季
が
、
父
(
孝

道
)
と
子
(
孝
時
)
と
を
単
純
に
比
較
し
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

結
果
と
し
て
、
自
分
の
師
で
あ
る
孝
時
へ
の
思
い
入
れ
が
、
説
話
に
込
め
ら
れ

て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
孝
道
の
琵
琶
楽
に
お
け
る
活
躍
ぶ
り
を
語
る
説
話
も
あ
る
。
例

え
ば
、
五
|
却
に
は
、
孝
道
が
後
鳥
羽
院
の
命
令
で
琵
琶
を
製
作
し
た
話
が
見

え
る
。
ま
た
十
一
制
は
、
後
高
倉
院
の
時
代
(
院
政
は
一
一
一
一
一
一

1
二
三
年
)

に
、
「
勅
定
」
に
よ
っ
て
造
進
し
た
琵
琶
に
「
孝
道
」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ

た
話
で
あ
る
。
更
に
、

孝
道
と
琵
琶
と
の
結
び
付
き
を
印
象
づ
け
る
説
話
と
し

て
、
十
五
|
酬
と
十
五
|
揃
と
が
あ
る
。

妙
立
回
院
師
長
も
登
場
す
る
十
五
|
酬
は
、
孝
道
が
い
か
に
琵
琶
に
誠
着
し
て

(
d
U
)
 

い
る
か
を
物
語
る
話
で
、
後
鳥
羽
院
の
琵
琶
の
師
と
な

っ
た
藤
原
定
輔
と
の
秘

曲
伝
授
を
め
ぐ
る
説
話
で
あ
る
。
定
輔
が
師
長
か
ら
秘
曲
啄
木
の
伝
授
を
、
つ
け

る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
孝
道
は
、
食
事
を
せ
ず
病
気
に
な
る
。
師
長
は
、
孝
道

の
不
食
の
原
因
が
定
輔
へ
の
啄
木
伝
授
に
あ
る
と
見
抜
き
、
「
そ
の
儀
な
ら
ば
、

た
し
か
に
物
く
へ
。

{疋
輔
に
は
約
束
し
た
れ
ど
も
、
経
信
の
流
の
啄
木
を
教
へ

ん
ず
る
な
り
。
そ
れ
は
汝
う
れ
へ
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
一
言
っ
て
、

{疋
輔
に
は

(
注
目
)

孝
道
の
流
派
と
は
違
う
桂
流
の
啄
木
を
伝
授
し
た
。
安
心
し
た
孝
道
は
元
気
に

な
る
が
、
こ
れ
以
後
孝
道
と
定
市
と
ま
犬
衰
の
中
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

車

-

1

(
叫
M
)

こ
の
啄
木
伝
授
に
ま
つ
わ
る
話
は
、
『
文
机
談
』
に
も
「
孝
道
作
病
事
」
と

題
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
琵
琶
を
志
す
者
と
し
て
こ
れ
だ
け
は
人
に
譲
れ
な

い
と
い
う
自
身
と
誇
り
を
持
っ
た
孝
道
の
姿
が
、
{
疋
輔
と
の
確
執
を
通
し
て
窺

う
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
こ
の
説
話
で
は
、
孝
道
が
師
で
あ
る
妙
音
院
師

長
と
絶
対
的
な
信
頼
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
明
白
に
さ
れ
る
。
琵
琶
の
世
界
は
、

伝
授
と
い
う
形
態
を
と
る
た
め
門
流
が
形
成
さ
れ
、
他
の
人
々
が
介
入
す
る
こ

。。
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と
は
難
し
い
。
孝
道
・
定
輔
の
よ
う
に
同
じ
道
を
志
す
者
同
志
で
さ
え
、
時
に

は
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
、

そ
の
世
界
に
携
わ
る
人
に
し
か
分

か
ら
な
い
苦
悩
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
に
琵
琶

を
伝
習
し
た
成
季
に
は
、
孝
道
と
{
疋
輔
と
の
確
執
を
理
解
で
き
る
部
分
が
大
い

に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

十
五

揃
に
見
え
る
「
誠
に
道
を
重
く
せ
む
に
は
、
あ

ま
た
に
な
り
て
、
浅
く
な
ら
む
事
は
、

く
ち
惜
し
か
る
べ
し
」
と
い
う
一
文
も
、

一
つ
の
専
門
の
道
が
興
隆
し
て
行
く
過
程
に
お
い
て
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
、

た
と
え
ば
か
道
へ
の
執
着
u

と
η

家
の
意
識
“
と
が
関
わ
る
回
避
で
き
な
い
対

立
、
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
成
季
が
冷
静
に
見
詰
め
て
い
た
証
左
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

一
方
、
十
五
揃
は
行
願
寺
の
全
舜
法
橋
の
臨
終
の
時
の
話
で
あ
る
。
全
舜

は
命
終
の
期
に
孝
道
の
も
と
へ
使
者
を
送
り
、
臨
終
の
際
に
聴
く
べ
き
曲
と
言

わ
れ
て
い
る
万
秋
楽
を
孝
道
の
琵
琶
で
聴
き
た
い
と
伝
え
る
。
そ
し
て
願
い
通

り
、
全
舜
は
孝
道
の
琵
琶
を
聴
き
な
が
ら
果
て
て
行
く
が
、
こ
こ
で
は
孝
道
が

全
舜
に
と

っ
て
の
往
生
の
助
縁
者
と
な
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
発
心
や
往
生

に
琵
琶
の
効
力
が
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、

孝
道
の
琵
琶
演
奏
者
と
し
て
の

腕
が
確
か
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
編

者
成
季
が
、
楽
道
を
往
生
の
機
縁
と
な
り
得
る
も
の
と
認
識
し
、
そ
の
こ
と
を

呈
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『著
聞
集
』
に
お
け
る
孝
道
を
、

『文
机
談
」

・
『教
訓
抄
』
と
合
わ
せ
て

見
て
き
た
が
、
琵
琶
楽
の
分
野
で
名
を
馳
せ
て
い
た
孝
道
が
、
十
五

揃

や

十

五
|
酬
の
よ
う
な
琵
琶
に
関
係
す
る
説
話
の
主
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
は、

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
描
か
れ
る
べ
く
し
て
描
か
れ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ

、っ
。そ
し
て
、
成
季
は
、
自
分
が
関
心
を
持
つ
音
楽
の
世
界
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
考
察
を
加
え
、
説
話
と
し
て
具
体
的
に
叙
述
を
展
開
し
て
い
く

際
に
、
も
っ
と
も
そ
の
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
孝
道
を
位
置
づ
け
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

音
楽
家
と
し
て
の
孝
道
の
姿
は
多
く
の
説
話
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

『
著
聞
集
」
巻
十
六
「
輿
言
利
口
」
篤
で
諾
ら
れ
る
孝
道
は
、
そ
れ
ま
で
に
描

か
れ
て
き
た
琵
琶
楽
人
と
し
て
の
彼
と
は
違
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
巻
十
六
に
お

け
る
孝
道
説
話
五
話
(
十
六

l
m
・闘

・
叫

・
問
問
)
に
焦
点
を
移
し
て
彼

の
姿
を
追
う
こ
と
に
す
る
。

こ
の
う
ち
、
妙
音
院
師
長
が
登
場
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
十
六

l
mは、

孝
道
が
若
い
頃
に
師
長
か
ら
勘
気
を
、
つ
け
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の

師
長
と
孝
道
と
の
や
り
取
り
は
興
味
深
い
。

師
長
が
孝
道
の
行
為
を
責
め
答
め

る
た
め
に
、
鰯
を
添
え
た
麦
飯
を
孝
道
に
与
え
た
と
こ
ろ
、
腹
を
空
か
せ
て
い

た
孝
道
は
、
ま
ず
い
と
言
わ
れ
る
そ
の
麦
飯
を
た
ち
ま
ち
平
ら
げ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
次
に
、

「三
千
三
百
三
十
三
度
の
を
が
み
せ
よ
」
と
命
じ
た
と
こ
ろ
、

食
事
を
し
て
体
力
を
充
分
に
つ
け
た
孝
道
は
、
見
事
に
礼
拝
を
し
終
え
た
と
い

う
話
で
あ
る
。
結
局
、
師
長
は
「
や
す
か
ら
ぬ
も
の
か
な
。
法
師
は
死
な
ば
や
」

と
言
っ
て
、
孝
道
の
こ
た
え
な
い
性
分
に
半
ば
呆
れ
る
よ
り
外
な
か

っ
た
。
こ

の
説
話
に
は
、
琵
琶
の
世
界
に
お
け
る
孝
道
像
は
全
く
窺
え
な
い
。
そ
し
て
、

ハツ
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琵
琶
の
師
弟
関
係
を
離
れ
た
所
で
の
二
人
の
や
り
取
り
の
お
か
し
さ
が
よ
く
出

て
い
る
一
話
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
楽
人
と
さ
れ
て
い
た
孝
道
の
、
も
う

一
つ
別

の
横
顔
が
示
さ
れ
る
説
話
と
も
な
っ
て
い
る
。

次
に
、

十
六
|
闘
は
孝
道
の
容
貌
を
面
白
く
描
い
て
い
る
。
「
孝
道
は
鼻
の

お
ほ
き
な
れ
ば
一
と
あ
り
、
鼻
の
大
き
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
孝
道
と
頭

(注
目
)

の
大
き
い
七
条
院
権
の
大
夫
と
の
歌
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。

一
方
、
十
六
|
聞
に
は
、
孝
道
が
へ
ひ
り
判
官
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
物
に

そ
の
治
療
法
を
教
え
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
孝
道
は
判
官
代
に
か
ら
か
わ
れ
て

い
る
と
思
い
、

「し
ば
し
こ
れ
を
こ
れ
を
大
事
と
、
お
も
ふ
さ
ま
に
い
き
づ
み

て
、
ひ
ら
れ
ん
を
期
に
ひ
ら
せ
給
へ
」
と
言
う
の
だ
が
、
判
官
代
の
方
は
本
気

に
信
じ
孝
道
の
一
二
口
、
つ
通
り
に
し
た
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
放
屈
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
笑
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
琵
琶
楽
人
と
し
て
の
孝
道

と
は
全
く
か
け
離
れ
た
所
に
成
立
し
て
お
り
、
楽
人
孝
道
と
は
異
な
る
姿
が
描

出
さ
れ
て
い
る
。
話
の
中
に
「
孝
道
、
心
は
や
き
も
の
に
て
」
と
い
う
表
現
が

あ
る
が
、
機
転
に
富
み
、
心
の
動
き
が
素
早
い
孝
道
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
右

の
よ
う
な
治
療
法
を
判
官
代
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
孝
道
の
性

格
・
人
柄
が
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
と
類
似
す
る
説
話
と
し
て
、

十
六
|
聞
と
十
六
|
聞
と
の
二
話
が
あ
る
。

十
六
|
聞
は
、
大
勢
の
人
が
通
夜
を
す
る
嵯
峨
の
釈
迦
堂
で
「
経
に
は
題
目
と

な
り
、
仏
に
は
眼
と
な
る
」
と
得
意
に
朗
詠
す
る
僧
が
い
た
が
、
そ
の
僧
に
孝

道
が
「
お
も
し
ろ
う
候
ひ
つ
る
も
の
か
な
」
と
お
世
辞
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
心

地
よ
げ
」
に
思
っ
た
僧
が
居
づ
ま
い
を
正
し
て
「
こ
れ
は
随
分
に
孝
道
に
な
ら

ひ
て
候
ひ
し
な
り
」
と
語
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
の
面
白
さ
は
、
顔

も
知
ら
な
い
孝
道
を
前
に
し
て
詩
句
を
孝
道
に
習
っ
た
と
堂
々
と
言
つ
て
の
け

る
僧
の
不
敵
さ
に
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
得
意
気
に
朗
詠
す
る
僧
に
対
し

て
お
世
辞
を
言
っ
た
孝
道
の
方
が

一
枚
上
手
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
ま

さ
に
「
心
は
や
き
」
孝
道
の
一
側
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

続
く
十
六
日
も
、
そ
の
よ
う
な
孝
道
の
性
格
を
描
い
て
い
る
。
仁
和
寺
の

家
で
双
六
の
勝
負
を
し
て
い
た
孝
道
の
も
と
へ
隣
の
越
前
房
と
い
う
僧
が
観
戦

に
来
る
。
し
か
し
越
前
房
が
あ
れ
こ
れ
口
出
し
す
る
の
に
腹
が
立
っ

た
孝
道
は
、

し
ば
ら
く
し
て
越
前
房
が
立
っ
た
際
、
帰
る
の
だ
と
思
い
「
こ
の
越
前
一房
は
よ

き
ほ
ど
の
も
の
か
な
」
と
瑚
罵
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
っ
た
と
思
っ
て
い
た
越

前
房
が
自
分
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
孝
道
は
す
ぐ
さ
ま
「
越

前
房
は
た
か
く
も
な
し
。
ひ
き
く
も
な
し
。
よ
き
ほ
ど
の
も
の
な
」
と
言
い
直

す
。
こ
の
説
話
の
末
文
は
「
心
は
や
さ
い
と
を
か
し
か
り
け
り
」
と
結
ぼ
れ
て

い
る
。
越
前
房
に
対
す
る
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
言
葉
が
本
人
に
聞
か
れ
て
い
た
と

知
る
と
、
即
座
に
、
見
事
に
言
い
抜
け
し
て
し
ま
う
孝
道
の
「
心
は
や
さ
」
が
、

如
実
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
巻
十
六
「
興
言
利
口
」
篇
の
孝
道
は
、
他
巻
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
私
的
な

w
顔
“
を
見
え
隠
れ
さ
せ
て
い
る
。

琵
琶
と
い
う
専
門
分
野
以
外
の
こ
と
を
描
い
た
巻
十
六
の
五
話
に
現
わ
れ
出

た
孝
道
の
人
柄
を
想
像
す
る
と
、
孝
道
は
頭
の
回
転
の
速
い
、
ユ
ー
モ
ア
を
兼

ね
備
え
た
生
命
力
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
で
き
る
。

そ
れ
は
、
公
の
楽
人
の
顔
と
は
異
な
る
、
親
近
感
を
覚
え
さ
せ
る
顔
を
持
っ
た

孝
道
像
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

橘
成
季
は
、
音
楽
説
話
の
主
人
公
の
一
人
と
し
て
、
自
分
に
も
由
縁
の
あ
る
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孝
道
と
い
う
人
物
に
関
心
を
抱
き
、
孝
道
に
関
わ
る
説
話
を
類
集
し
て
行
き
、

そ
の
過
程
で
入
手
し
た
説
話
の
中
に
見
ら
れ
る
孝
道
の
、
楽
人
で
は
な
い
、
も

う

一
つ
別
の
側
面
に
興
味
を
覚
え
、
彼
に
関
す
る
種
々
の
逸
話
を
採
集
し
て

行
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
或
る
人
物
へ
の
関
心
か
ら
、
説
話
が
類
集
さ
れ
て

い
く
こ
と
も
、

『
古
今
著
聞
集
』
生
成
の
工
程
を
考
え
る
時
に
は
、
無
視
で
き

な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注

(
l
)

全
七
百
二
十
六
話
に
は
、
抄
入
追
記
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
約
八
十

話
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(2
)

『
尊
卑
分
脈
』
(
増
捕
改
訂
・
国
史
大
系
)

(3
)

岩
佐
美
代
子
『
音
楽
史
の
中
の
京
極
派
歌
人
達
|
琵
琶

・
隼
伝
授
系

譜
に
よ
る
考
窓

T
」(「
和
歌
文
学
研
究
」
・
第
訂
号

・
昭
和
臼
年
9
月

初
日
)。

(4
)

注

(
3
)
に
同
じ
。

(
5
)

注

(
2
)
に
同
じ
。

(
6
)

『
文
机
談
」
菊
亭
本

・
伏
見
宮
本
(
古
典
文
庫
)
。
以
下
の
引
用
も

こ
の
本
に
よ
る
。

(7
)

五
味
文
彦

『古
今
著
聞
集
と
橘
成
季

(上
・
下
)
」
(
「
古
代
文
化
」

第
訂
巻
第
日
号
・
昭
和
印
年
日
月
初
日
、
第
お
巻
第
l
号
・
昭
和
白
年
1

月
初
日
)。

(
8
)

『
教
訓
抄
』(
日
本
古
典
全
集
)

(9
)

注

(3
)
に
同
じ
。

(叩
)

石

田

百
合
子

「
藤
原
孝
道
略
伝
』
(「国
文
学
論
集
十
五
」

上
智
大
学

国
文
学
会

・
昭
和
田
年
1
月
凶
日
)
。

(
日
)
相
馬
万
理
子
『
「
文
机
談
」
解
説
』
(
古
典
文
庫
)
。

(ロ
)

藤

原

定
輔

(
一
工
会一
1
一
二
二
七
)
。
中
納
言
親
信
の
子
。

建
久

二
年

(
一
一
九

二
参
議
と
な
り
、
修
理
大
夫
左
兵
衛
督

・
検
非
違

使
別
当
等
を
歴
任
し
、
承
元
三
年

(一

二
O
九
)
権
大
納
言
に
至
る
。

詩
歌

・
蹴
鞠

・
琵
琶
に
堪
能
で
、
琵
琶
は
孝
道
と
同
じ
く
師
長
に
師
事

し
た
。

(
日
)
桂
流
は
、
源
経
信
が
伝
え
る
弾
じ
方
。

こ
の
経
信
流
と
藤
原
孝
博
の

伝
え
る
孝
博
流
と
の
二
流
派
が
あ
り
、
師
長
は
両
方
の
流
派
を
伝
習
し

て
い
た
。

(比
)

『

文

机
談
』
第
四
冊

・
巻
四
〔
二
条
定
輔
|
後
鳥
羽
院
〕
(
古
典
文
庫
、

問

-m頁
)

(日
)

『

著

聞
集
」
十
九
l
仰
に
、

鼻
の
大
き
い
孝
道
一
族
が

「鼻
が
党
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
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本
稿
は
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
提
出
の
卒
業
論
文

(全
一二
章
)
の
第
二
章

を
中
心
に
改
稿
し
た
も
の
で
す
。
卒
業
論
文
作
成
に
あ
た
り
御
指
導
賜
っ
た
谷

垣
伊
太
雄
先
生
、
な
ら
び
に
、
改
稿
に
際
し
て
御
助
言
い
た
だ
い
た
田
中
宗
博

先
生
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。
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藤 B恭 B恭 見恭 藤

原頼
原孝時 原師実

原実
原孝道

通 国

12 12 13 13 14 
寸一 一一 トニ二 寸→ 二二 三五 一 トニ二

豆王 l 十/、 ， 十ノ、 ， 

392 8 497 105 619 94 210 20 540 105 

ート 二二 ート ヨ王 ート lZ9 一十 二二 ート 三玉
支王 ， プミミ a ヲト ‘ プミ

483 89 535 223 648 119 451 98 542 220 

ート 二二 ート ノ、 ート lZ9 ート ヨ王 寸一 豆王
ノ又 ， ノ又 ， ブし B プミ

615 92 635 265 658 202 161 163 558 223 

1- P可 寸ー ノ、 二二 fKl 1- of王 1- -1 
ブL プL ート 『 一ノ，、

653 125 664 276 675 476 462 166 559 392 

ノ、 七 三E 1- 豆王 ト ート
， ート l ヨ王 ， ブL 一一

247 291 683 149 493 206 664 402 

ノ1 ノ¥ ノ、 三百 ート
互王

314 310 253 207 496 

ブし ート ート ヨ王 ート
豆王

337 402 409 208 497 

ート 一十 ート 三E ート
主王 豆王

3鋭) 426 4f弘て3 209 498 

月恭 源 n~き 藤 又主土又

原家隆 原実忠
原頼

場

雅，疋ー&ー・
人

長 物 l

16 17 22 27 援
一十 豆王 i→ ノ、 ーー ート ノ、 一一 寸→ ートヨ王 一一

ノに l ， ァミ l ， プミ ‘ 
469 162 627 273 工4 558 277 13 511 378 225 18 

寸一 主王 /、、 一一一ー 寸ー ノ、 二二 寸一 寸ー ノ、 一一

プミミ ‘ l プミ l 1 1/¥.. 一一 l 

562 194 274 84 618 280 94 625 111 274 50 

ート 至王 ノ、 豆王 ト 寸ι/、 二二 1 ノ、 二二 玉す町三、

プミ之 ‘ /'-. ート ニ二

563 212 283 167 623 289 252 688 422 275 84 場

1- ヨ王 1-- i王 -1→ /1.... "7、 1- ノ、 ごて し
ノ、、 ， ブL

638 217 450 168 658 308 259 451 282 95 て

一十 至王 ート 豆王 一一ートノ、 ート ノ、 -- しミ
ノ''-. ト 一一 l 

639 218 451 198 675 409 260 459 283 97 る
主王 ート ノ、 ート ノ、 ート -t; 129 

説豆王 l 寸'→ 三『三 l 主王

704 219 488 255 688 449 265 481 297 124 話
三王 ート フ、 寸 "可 ート ノ''-. lZ9 

ート l 豆王 l 豆王 l 主王 ， 

705 224 5つ3 259 491 271 503 306 125 

二二 ート 一十 プミ 寸」 プミ トノ'-. 12:司

一十' 三1三 ノ''-. 一ノ，、 275 
ノ一」、 ， 

706 466 625 272 509 510 308 126 

i原 藤 藤 H恭 ~き 月号き

原長師 原，忠
原 原

原実疋三有
実ムHk E 輔刀之通

10 10 11 11 12 12 
一十 三王 ート 一一 一十 二二 ート 一十 三二 ーヒ
十/、， /，  ノミ、 ， 至王 ， lZ9 

575 172 519 20 623 98 494 9 474 98 299 8 

一十 三王 一十 E日 寸ーノ、 ート 二二 一十 豆工 ート 二二
ノ''-. ノ、 l ノ''-. ノX、 ， ヨ壬 ， 

625 190 558 131 625 267 625 84 490 167 451 89 

/、 ノ、 ートノ、 ート 至王 ート /、 ート 一二
1 プL ノ、 t ノ'-. _li_ 

265 276 648 273 626 155 619 268 494 92 

ノ、 J、、 t二 -t二 ート ノ、 一十 位旦
1 ノ'-. プミ

273 321 289 279 625 276 632 115 

ノ1 ート ノl 一十 ノ、 lZ9 

306 451 308 357 280 129 

寸一 ート ート 寸一 ノ、 lZ9 
主王

1 

358 489 451 111 283 131 

寸一 一十 ート 一十 ート ヨ王
至王 V可

477 490 474 451 450 165 

寸一 ート ート ート ート ヨ庄
至王 豆王 プミ 主王 一
488 196 513 488 151 207 
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表
同

藤

原

孝

博

111
孝

T
資

表
伺

市
叩
A
H
h
H
 

実

!
「
師

T

家
T

経

「

申
U

教実 忠通

，，--------j 

家家 忠

{疋|巳
隆 政 実

，-------L-----， 

頼 忠

子敏道

I I I I I I I I 

重尾讃通孝孝孝孝
張 岐
内内 局成 春継行 時
侍侍

長通

女範隆 兼師忠

実長長長長子

表
岡
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